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実施結果と今後の展望
誰が 誰に対して どのように いつまでに

～私たちは、地域に信頼されるべき存在であり続けます～

中期経営計画目標(2026.4-2031.3)：“人材”と“技術”が未来を創る 〜高付加価値ケアと永続的な信頼の確立〜

運営計画書
施設長 副施設長 主任 作成者

ｼｮｰﾄｽﾃｲ グループホーム悠々
令和 8 年度

特別養護老人ホーム ｼｮｰﾄｽﾃｲ翠風 るりユニット

(期間：令和 ～令和

法人事業計画目標：「一つひとつの『できた！』を大切に、最高のチームを目指す」

ﾕﾆｯﾄ運営計画目標： 「安心」と「快適」の提供

「地域に信頼される
べき存在」とはどう
いうことなのか？
1. 利用者様に対し
て：「生活の延長」
であること
2. ご家族に対して：
「安心感」
3. ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰに対し
て：「困ったときに
頼りになる」存在で
あること
4. 地域社会に対し
て：「開かれた」資
源であること

⑤法人理
念や施設
の方針
は、わか
りやすい
もので職
員に徹底
している

1.個別ｹｱ
の基本に
ついて

確認 令和8年4月1日
～
令和9年3月31日

事業所として4点を定める
始業前に職員各々が確認し仕事
に入ること
困った時には「理念」に立ち返
ること

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

私たちは日本で最も必要とされ
ている介護のﾌﾟﾛであることを自
認し自信と責任を持って業務を
遂行する。

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ



その他② 施設内の様子や活動
をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで発信
し、「どんなことを
しているか分からな
い」ではなく「顔の
見える事業所」にな
る

2入居者が
自分の住
まいと思
えるため
に

• 心理的安全性の確
保
「知らない場所に連
れて来られた」とい
う不安を、「馴染み
のｽﾀｯﾌがいる安心で
きる場所」に変える
• 自立支援の視点
残存機能を活かしたﾚ
ｸﾘｴｰｼｮﾝや生活ﾘﾊﾋﾞﾘ
を提供し、帰宅時に
ADL（日常生活動作）
が低下していない

実施
評価

3.入居者
にそれぞ
れの暮ら
しを続け
てもらう
ために

①～㉗
「24時間
シートの
内容の充
実」

自宅での生活ﾘｽﾞﾑ
（起床時間、食事の
好み、入浴習慣な
ど）を可能な限り尊
重し、施設都合のｽｹ
ｼﾞｭｰﾙを押し付けない
こと

実施
評価

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

ご利用者 利用中の何気ない会話やご利用
者の希望をその場で介護ｿﾌﾄに加
筆する
※職員で共有するために
①ｵｰﾌﾟﾝﾁｬｯﾄの活用
②NAS内の連絡ﾂｰﾙの活用
※②については、毎日出勤時に
確認する

令和9年3月31日 どの職員が対応してもご利用者
の生活ﾘｽﾞﾑ・楽しみが守られる
柔軟な受け入れと質の高いｹｱ
（断らない・ADL維持）

その他① • 「気づき」のﾌｨｰﾄﾞ
ﾊﾞｯｸ：ﾌﾟﾛの視点から
の観察記録を伝える

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

ご利用者
ご家族
担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

利用中の様子、身体状況の変
化、服薬の状況などをｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ
へ迅速かつ正確に報告・共有す
る

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

地域 施設内の様子や活動をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
で発信。「どんなことをしてい
るか分からない」ではなく「顔
の見える事業所」になる
・8本/月

令和9年3月31日

柔軟な受け入れと質の高いｹｱ
（断らない・ADL維持）

「あそこなら安心」という評判
（地域でのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化）
丁寧なﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ（家族・ｹｱﾏﾈ
ｼﾞｬｰへの報告）

ｽﾀｯﾌの誇りとやりがい（ﾌﾟﾛとし
ての成長）

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ
ｹｱﾜｰｶｰ

ご利用者 ①接遇ﾏﾅｰの徹底
※職員同士で接遇について指摘
できる雰囲気を作ることも大事
②各種ﾌﾟﾘﾝﾄの提供
③音楽会・慰問への参加
④利用者との時間を楽しむ
⑤自己のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高める

令和9年3月31日

令和9年3月31日


